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大阪維新の会 大阪府議会議員団 
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令和 6年 5月 12 日開催の山本優真泉南市長報告会において 

私が配布した資料に対する上申書への弁明書① 

 
 ここに至るまでに一度、杉江府議、角谷府議から事実の確認等があった。突然であり、あいまい

な記憶のままお話ししていたので、今回、調査を行った。 
 また、そのときに、「このページは外部に出すものではなく、内部で話すものではないですか」

との指摘があった。妻からも同様の指摘があり、私の思い違いがあると反省し、今後この頁のみな

らず、この報告書の配布をやめることをお誓いします。 
 配布資料は、可能な限り回収しました。その状況は、下記の通りです。そのうえで、まず、資料

の影響は、ほぼないことを申し上げます。 

 
１． 資料の未回収は４部（5/28 現在） 

① 正確に配布部数を見直した。印刷部数は、60 部。当日の残りが手元に 19 部。事務所保管

分が 1 部。従って、配布部数は 40 部であった。 
② その後、回収を行った。本部に持ち込まれたあるいは別で回収されたものが少なくとも 1

部。現物回収 20 部、すでに処分（破棄）15 部。 
③ 従って、本日 5/28 現在、印刷は 60 部で、56 部が回収・残・処分、回収できていない資料

が 4 部である。 

 
２． 資料回収時の反応「そもそも、読んでいない」 

① 「捨てている。全く読んでいない。そんな箇所があったことは分からなかった。阪南市の

ことに関心はない」34 人、「関心があって読んだ」1 人。 

 
３． 資料の配布方法等 

 担当時間の府政報告時には、まだ資料を配布していない。そして、上申書で指摘されている頁の

内容もまったく話していない。私の報告が終わり、山本市長が市政報告を行っている時間に、会場

内可能な範囲で配付。配布物は、維新タイムズ最新版と今回の報告書の 2 種類。資料の説明は一切

行っていない。従って、上記２のように「回収時の反応」で、まったく読んでいない人は、大きな

割合で存在する。 

 
４． この資料の影響力 まとめ（5/28 現在） 

まず、配布は初めてであること。そして、泉南市での配布であること。ネットには、アップして

いない。新聞、雑誌、マスコミに公表していない。従って、5 月 28 日現在、この報告書が外部に

出回っている部数は 4 部あるが、回収時点で約 42.9%は処分され、関心があって読んだ人の割合は

2.8%である。繰り返しになりますが、資料は回収し、その影響はほぼないことを申し上げます。そ

して、私の思い違いがあると反省し、今後この報告書は配布しないことをお誓いします。 

 
※次回の「弁明書②」では、上申書の内容に対応して、弁明します。 


